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令和８年 1月２１日（水） 

南城市立大里南小学校 

文責 校長 與儀 毅 
４６号 

いつから大人？成人の日を終えて思うこと 
 民法の改正に伴い 2022年 4月には成人年齢も 18歳となりました。法律の改正はあったものの、成人につい

ては 20歳の意識はまだかわらないように思えます。しかし、選挙権などが 18歳からとなり、社会的責任は求め

られています。成人について小学生はまだまだ遠いように思えるかもしれませんが、6 年生にとっては 6年後に

なります。決して遠い未来ではありません。 

日本財団は、2018年 10月より、18歳前後の若者の価値観、政治・選挙に対する態度、社会課題の理解など

を継続的に調査（１８歳意識調査）しています。その調査結果でとても気になる結果がありました。それは「第

62回 国や社会に対する意識（6カ国調査）」報告書（日本財団 2024年 4月 3日）です。自身と社会の関わり

についてでは、他の５か国と比較してどの質問項目ともに低い状況にあります。「自分は大人だと思う」や「自分

の行動で国や社会を変えられると思う」という項目で 50％を割っています。日本人は謙虚であり自己主張をしな

いとも言われ、このような項目では数値が低くなると分析されることもありますが、それでもこの数値の低さは

大きな課題だと思えます。 

左のグラフは「自分の国の将来につい

て」の質問です。日本の数値が極端に悪

い状況にあります。これらの調査結果が

私たちの子どもたちに当てはまるわけ

ではありませんが、概ね近い状況にある

ことが予想されます。これは子どもだけ

が悪いのではなく、学校教育や家庭教育

の取組の影響が大きいと思います。 

 この結果を踏まえて改善のため学校

でできること、各家庭でできることは何

かを考える必要があると思います。 

誰かが何とかしてくれると他人事の

ようにとらえず、主体的になること、当

事者意識を持つことを子どもも大人も

始めていくことが改善への一歩だと思

います。 


